
 
 

 
 
 
 
  

1・2 月 一般向けイベントカレンダー 

展 示 情 報 

 

徳島市立図書館キャラクター 
「いずみちゃん」 

はこらいふ図書館 

（徳島市立図書館） 
 

インフォメーション 

徳島市立図書館 
キャラクター「ひよタン」 

 
返却ポストでのご返却について 
 

返却ポスト設置場所   
①アミコビル 1 階（24 時間使用可能） 

②JR 徳島駅構内 

（阿波踊り期間を除く、列車運行時間中） 

③徳島市役所前（24 時間使用可能） 
  
※②、③については、返却処理までに時間が 
かかります。あらかじめご了承ください。 

 

利用案内 

1 月 タイトル 時間 会場 申込 定員 

19（日） 第 74回 住友美代子の朗読会 14：00～15：30 6F 会議室 要 定員 25名 

31（金） 夜の上映会 「身近き、短き、家族かな」 18：00～19：40 5F おはなしのへや 要 定員 15名 

２月 タイトル 時間 会場 申込 定員 

6（木） ストーリーテリング勉強会 10：30～11：30 5F おはなしのへや 要 定員  8名 

22（土） 
知って安心。遺言と相続 
～相続登記の義務化が始まりました～ 

14：00～16：00 6F 会議室 要 定員 10名 

23（日） 
イブニング上映会 

「ゴヤの名画と優しい泥棒」 
16：00～17：40 5F おはなしのへや 要 定員 15名 

 

6F 図書館展示ケース 1月8日（水）～4月7日（月） 第 35 回 貴重図書特別展示 

阿波藩撰博物誌 「阿淡産志」  

5F 図書館ギャラリー 1月15日（水）～1月29日（水） ベジフルちゅーしランドへようこそ 
～やさい＆くだものの魅力探しの旅へ出かけよう！～ 

  5F 図書館ギャラリー 2月1日（土）～2月27日（木） 白うめ幼稚園卒園記念展 

  

２/１０(月)から２/１９(水)までの間は長期図書整理期間のため休館いたします。 

ご不便をおかけしますが､ご理解とご協力のほどよろしくお願い申し上げます。 

 
開館時間・・・午前９時～午後９時    

休館日・・・毎月第１火曜日※２０２５年２月４日は開館します 

２０２４年１０月１５日(館内整理日) 

２０２５年１月１日・１月２日 

２０２５年２月１０日～１９日（長期図書整理期間） 

駐輪場・・・１００台 無料（アミコビル西隣 アミコラインパーク地下駐輪場） 

住所（本館） 〒７７０－０８３４ 徳島市元町１丁目２４番地 アミコビル内 

電話（本館）０８８－６５４－４４２１  

電話（移動図書館いずみ号）０８８－６０２－８８３３ 

ホームページ  http://www.city.tokushima.tokushima.jp/toshokan/  
 

 
図書館公式Ｘ（旧 Twitter）アカウントです！ 

学生自習席の利用スケジュールや 

イベントなど最新情報をお知らせしています！ 

 https://twitter.com/Tokushima_Lib 

 
 

 

 



・「愛とは何か」を科学する ローン・フランク/著 

・学べるお菓子レシピ 理数系スイーツ 太田 さちか/著 

・農家が教えるよもぎづくし 農文協/編 

・もしもに役立つ、いつものモノ選び 松永 りえ/著  

 

 

徳島市電子図書館 
https://web.d-library.jp/tokushima/ 

＜ ２月の新着コンテンツ 案内 ＞ 
す 

ら 
ぷ 

徳島市電子図書館プレス＋ 
徳島市電子図書館 

キャラクター「プレスちゃん」 

館長オススメ本 

新年あけましておめでとうございます。 

昨年も多くの皆様にご利用いただきましたことを心より御礼を申し上げます。誠にあ

りがとうございました。また昨年 10月 15日号『広報とくしま』特集コーナーでは図書

館サービスについて掲載いただき、たくさんの方が関心をお寄せくださいました。改め

て感謝を申し上げます。 

本年も「人と文化が出会う駅前図書館」としての役割を果たすべく、スタッフ一同、

更なるサービス向上を目指し、皆様に親しまれ、愛される図書館づくりに邁進してまい

ります。引き続き、図書館をご愛顧いただきますよう、どうぞよろしくお願い申し上げ

ます。 

皆様のご来館をスタッフ一同、心よりお待ちしております。 

                           徳島市立図書館 館長 廣澤 貴理子 

『本の運命』 井上ひさし/著 

文芸春秋 2000年７月・・・B 914.6/イノ   
【内容紹介】 
ふと手にとった１冊の本が、人の運命を変えることもある。 
本のおかげで戦争を生きのび、闇屋となって神田に通い、図書館の本を全部読むと誓いをたてた。 
本と共に生きてきた著者と 13万冊の蔵書が繰り広げる壮大な物語。 

 
 私の座右の書として読み返している井上ひさしさんの『本の運命』を紹介いたします。井上さんは故郷の

図書館にご自身の本 13万冊贈られており、こう述べられています。「本との出会いは一期一会みたいなと

ころがありますね」「やはり本というのは、必要な人の手に取られることが一番幸せなんです」「人間の歴

史総体が真心をこめて作ってきたもの、その最大のものが本なんです」本と人が出会う時、本の運命は受

け継がれていくことを優しく、深く語りかけてくれています。人もまた本を読むことで希望を見出し、良き方

向へと運命はひらかれていく…。そう思い起させてくれる１冊です。ぜひ、手に取ってご一読いただけました

ら幸いです。 
 

＊当館に所蔵が 
ございますので 
ぜひご利用ください 


